
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被分析者の皮膚を粘着体でストリップして得た角質細胞を含む試料を、染色剤を水と混
和可能な有機溶剤を 含有する染色剤溶液に溶解させたもので染色する染色
装置と、
　前記染色装置で染色された試料で作成した角質細胞標本の拡大画像を得るための顕微鏡
と、
　前記顕微鏡で拡大された角質細胞標本の画像としての角質細胞画像を取り込みこの画像
データを作成する角質細胞画像データ作成手段と、
　前記角質細胞画像を用いて角質細胞の面積を計測する計測手段と、
　前記角質細胞画像のデータ及び面積を示す情報をサーバにネットワークを通じて送信す
る送信手段と、
　前記角質細胞画像及び前記面積に基づいて実施された角質細胞のはがれ具合と角質層完
成度との少なくとも一方に対する評価を示す評価情報を前記サーバからネットワークを通
じて受信する受信手段と、
　前記評価情報を表示手段に表示する表示制御手段と、
を含む肌分析システム。
【請求項２】
　前記顕微鏡は、前記染色された試料を１気圧、２５℃で液体の油脂成分及び／又は油脂
組成物で封入した角質細胞標本の画像を拡大する、
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請求項１記載の肌分析システム。
【請求項３】
　撮影手段で拡大撮影された被分析者の肌のキメを分析するための画像としてのキメ画像
のデータを作成するキメ画像データ作成手段をさらに含み、
　前記送信手段は、前記キメ画像のデータを前記サーバにさらに送信し、
　前記受信手段は、前記キメ画像に基づいて実施されたキメの状態に対する評価を示す評
価情報を前記サーバから受信し、
　前記表示制御手段は、前記評価情報を表示手段に表示する、
請求項１又は２記載の肌分析システム。
【請求項４】
　撮影手段で拡大撮影された被分析者の肌のシミを分析するためのカラー画像からＢチャ
ネルのみが抽出された画像としてのＢチャネル画像のデータを作成するシミ画像作成手段
をさらに含み、
　前記送信手段は、前記Ｂチャネル画像のデータを前記サーバにさらに送信し、
　前記受信手段は、前記Ｂチャネル画像に基づいて実施されたシミに対する評価を示す評
価情報を前記サーバから受信し、
　前記表示制御手段は、前記評価情報を表示手段に表示する、
請求項１～３の何れかに記載の肌分析システム。
【請求項５】
　前記表示制御手段は、前記評価情報に基づいて、被分析者の評価を、この被分析者の年
齢と同年代についての評価と対比される態様で、表示手段に表示する、
請求項１～４の何れかに記載の肌分析システム。
【請求項６】
　前記表示制御手段は、前記評価情報に基づいて、被分析者の評価を、この被分析者の年
齢とこの前後一歳又は二歳からなる同年代についての評価と対比される態様で、表示手段
に表示する、
　請求項５記載の肌分析システム。
【請求項７】
　前記表示制御手段は、前記評価情報に基づいて、被分析者の評価を前記同年代について
の評価に対して相対的に表示する、
　請求項５記載の肌分析システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、肌の状態の鑑別や化粧料の適切な選択に有用な情報を与える、肌分析システム
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
肌の状態は、季節、体調などの変動要因や、化粧料の塗布などのお手入れなどによって時
々刻々変化するものであり、変化にあわせて適切な化粧料を選択することが、老化を防止
したり、肌の性状を美しく保ったりする上で重要な因子となってくる。この為、肌の性状
や状態を客観的且つ科学的に鑑別する方法が考案されている。
【０００３】
従来、顧客に適した化粧料を推薦するため、例えば、顔などの肌より角質細胞を粘着テー
プや粘着ディスクで採取し、これを染色し、角質細胞の大きさ、剥がれ方、角質細胞に於
ける核の有無等を指標に肌の状態などを鑑別することが実施されている。
【０００４】
この様な鑑別に於いては、バックと細胞質とのコントラストが明確に出来、これにより個
々の細胞の形状が確認できると同時に核の有無の存在も確認できる染色法が好ましいため
、ゲンチアナバイオレットとブリリアントグリーンとによって染色する方法がとられてい
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る。
【０００５】
しかしながら、この方法に於いては、染色には時間がかかるため、カウンセリングなどの
場において即断するための情報源とはならず、角質細胞の形状を指標とする肌の鑑別で化
粧料などを選択する場合には、肌分析から化粧料サンプルの提示まで数日を要し、タイム
ラグが生じてしまう欠点があった。
【０００６】
従って、店頭で、顧客の肌分析を行い、その結果に基づくトライアルキット (お試し用の
化粧料 )を顧客に購入・使用してもらい、トライアルキットの使用の結果、化粧料の購入
を望む顧客に化粧料を販売するといった、肌分析から化粧料の購入までのプロセスをその
日のその場で完結する販売方法を導入することができなかった。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、短時間で角質細胞が明瞭に染色でき、カウンセリングに有用な情報を迅速につ
かめる、肌分析システムを提供することを課題とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上述した課題を解決するために以下の構成を採用する。
【０００９】
　即ち、本発明は、被分析者の皮膚を粘着体でストリップして得た角質細胞を含む試料を
、染色剤を水と混和可能な有機溶剤を 含有する染色剤溶液に溶解させたも
ので染色する染色装置と、前記染色装置で染色された試料で作成した角質細胞標本の拡大
画像を得るための顕微鏡と、前記顕微鏡で拡大された角質細胞標本の画像としての角質細
胞画像を取り込みこの画像データを作成する角質細胞画像データ作成手段と、前記角質細
胞画像を用いて角質細胞の面積を計測する計測手段と、前記角質細胞画像のデータ及び面
積を示す情報をサーバにネットワークを通じて送信する送信手段と、前記角質細胞画像及
び前記面積に基づいて実施された角質細胞のはがれ具合と角質層完成度との少なくとも一
方に対する評価を示す評価情報を前記サーバからネットワークを通じて受信する受信手段
と、前記評価情報を表示手段に表示する表示制御手段と、を含む肌分析システムである。
【００１０】
本発明によれば、従来よりも角質細胞の染色に要する時間が短くて済むので、カウンセリ
ング等に使用される角質細胞のはがれ具合と角質層完成度との少なくとも一方に対する評
価 (鑑別結果 )としての評価情報をサーバから受け取るまでの時間を短縮できる。
【００１１】
本発明は、前記顕微鏡が、前記染色された試料を１気圧、２５℃で液体の油脂成分及び／
又は油脂組成物で封入した角質細胞標本の画像を拡大する、ように構成するのが好ましい
。このようにすれば、染色剤のにじみを抑えることができ、角質細胞のはがれ具合や角質
層完成度を分析するために良好な角質細胞の拡大画像を得ることが出来る。
【００１２】
本発明は、撮影手段で拡大撮影された被分析者の肌のキメを分析するための画像としての
キメ画像のデータを作成するキメ画像データ作成手段をさらに含み、
前記送信手段は、前記キメ画像のデータを前記サーバにさらに送信し、
前記受信手段は、前記キメ画像に基づいて実施されたキメの状態に対する評価を示す評価
情報を前記サーバから受信し、
前記表示制御手段は、前記評価情報を表示手段に表示する、ように構成するのが好ましい
。
【００１３】
本発明は、撮影手段で拡大撮影された被分析者の肌のシミを分析するためのカラー画像か
らＢチャネルのみが抽出された画像としてのＢチャネル画像のデータを作成するシミ画像
作成手段をさらに含み、
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前記送信手段は、前記Ｂチャネル画像のデータを前記サーバにさらに送信し、前記受信手
段は、前記Ｂチャネル画像に基づいて実施されたシミに対する評価を示す評価情報を前記
サーバから受信し、
前記表示制御手段は、前記評価情報を表示手段に表示する、ように構成するのが好ましい
。
【００１４】
Ｂチャネル画像を用いれば、シミの分析を行うために従来実施されていた角質細胞試料の
染色を実施しなくて済むので、シミの鑑別結果 (評価 )の評価情報がサーバから得られ表示
手段に表示されるまでの時間を短縮することができる。
【００１５】
本発明は、前記表示制御手段が、前記評価情報に基づいて、被分析者の評価を、この被分
析者の年齢と同年代についての評価と対比される態様で、表示手段に表示する、ように構
成するのが好ましい。このようにすれば、単に被分析者の評価を表示する場合よりも有効
な情報を被分析者に提示することができる。
【００１６】
本発明は、前記表示制御手段が、前記評価情報に基づいて、被分析者の評価を、この被分
析者の年齢とこの前後一歳又は二歳からなる同年代についての評価と対比される態様で、
表示手段に表示する、ように構成するのが好ましい。
【００１７】
さらに、前記表示制御手段が、前記評価情報に基づいて、被分析者の評価を前記同年代に
ついての評価に対して相対的に表示する、ように構成するのが好ましい。さらに、同年代
についての評価が、被分析者の肌の分析が実施された日の属する月における評価であるこ
とが好ましい。肌の状態は、季節によって変化するので、このようにすれば、肌の分析が
実施された季節を考慮した比較例を提示することができる。
【００１８】
また、本発明は、被分析者の肌の分析用データをネットワークを通じて受信する受信手段
と、
前記分析用データに基づいて被分析者の肌の分析結果としての評価が得られた場合に、こ
の肌の評価を被分析者の年齢とその前後一歳又は二歳からなる同年代についての肌の評価
と対比される態様で表示するための表示データを作成する作成手段と、
前記表示データを、この表示データに基づく画像又は映像を表示する表示手段を有する装
置にネットワークを通じて送信する送信手段と、
を含む肌の評価の表示データ作成装置である。
【００１９】
本発明による肌の評価の表示データ作成装置は、前記作成手段が、被分析者の肌の評価を
前記同年代についての肌の評価に対して相対的に表示する表示データを作成する、ように
構成するのが好ましい。
【００２０】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。実施形態の構成は例示であり、本発
明の構成は実施形態の構成に限定されない。
【００２１】
図１は、本発明による肌分析システムの実施形態を示す図である。図１において、肌分析
システムは、化粧料の店舗に来店した顧客を被分析者とする肌分析 (肌評価 )を含むカウン
セリングを行い、その評価に従ってトライアルキットを購入・使用してもらい、気に入っ
た場合に店舗にある本来の商品としての化粧料を購入してもらうために使用される。
【００２２】
このため、肌分析システムは、店舗に設置される店舗システム１０と、店舗システム１０
とネットワーク (この例ではインターネット専用線 )を介して接続されるサーバシステム２
０と、サーバシステム２０にネットワーク (例えば、ローカルネットワーク )を介して接続
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される評価用のパーソナルコンピュータ (評価用ＰＣ )３０とを備えている。
【００２３】
肌分析システムでは、「角質細胞のはがれ具合 (ＴＡ )」、「角質層の完成度」、「キメの
状態」、「シミ・色ムラ」、「敏感タイプ」、「ニキビの出来やすさ」の６項目について
分析 (評価 )を行う。
【００２４】
このため、店舗システム１０は、角質染色機１１と、顕微鏡１２と、分析用のパーソナル
コンピュータ (分析用ＰＣ )１３と、ビデオマイクロスコープ１４ ,１５と、カウンセリン
グ用のパーソナルコンピュータ (カウンセリング用ＰＣ )１６とを備えている。
【００２５】
角質染色機１１は、顧客の肌 (顔の皮膚：例えば頬 )の角質細胞のはがれ具合や角質層の完
成度を分析するために顧客の頬から採取する角質細胞を染色するための装置である。角質
細胞は、頬を粘着体でストリップすることにより得られる。粘着体として、既知の角質チ
ェッカー (セロハンテープなどの粘着透明テープ )１７や面積ディスク (ポリエチレンテレ
フタレート板に粘着剤を塗工した粘着ディスク )１８などが使用される。ここに、角質細
胞の染色は、染色剤を工程に於ける染色剤溶液が水と混和可能な有機溶剤を含有する染色
剤溶液で溶解したものを用いて行う。このようにすれば、染色工程において粘着体の支持
体部分に影響を与えることがないため、採取した形態でそのまま染色することができ、染
色にあたって再度粘着体に接触させて転写させて使用するといった手間を省くことができ
る。染色剤としては、エオシン、ヘマトキシリン、ゲンチアナバイオレット、ブリリアン
トグリーン、マラカイトグリーンなどが好ましく例示でき、これらは唯一種でも二種以上
を組み合わせても使用できる。これらの内ではゲンチアナバイオレットとブリリアントグ
リーンを組み合わせて用いるのが特に好ましい。これは、ゲンチアナバイオレットによっ
てバックグランドに対してコントラスト良く細胞質を染色できるため、角質細胞の形状を
明確にすることが可能であり、かかる細胞質をバックグランドとして、ブリリアントグリ
ーンによって明瞭に核が染色できるからである。かかる染色剤を水と可溶 (混和可能な )な
有機溶剤を含む液体媒体に溶解させ染色する。染色剤の好ましい含有量は、２～７重量％
であり、ゲンチアナバイオレットとブリリアントグリーンの組み合わせであれば、ゲンチ
アナバイオレットが１．５～５重量％であり、更に好ましくは２～４重量％であり、ブリ
リアントグリーンが０．７～２重量％であり、更に好ましくは０．８～１．５重量％であ
る。又、水と可溶な有機溶剤としては、例えば、メタノール、エタノール、イソプロパノ
ール、１，３－ブタンジオール等のアルコール類、アセトン、メチルエチルケトンなどの
ケトン類、アセトニトリルなどのニトリル類、テトラヒドロフランの様なエーテル類など
が好ましく例示できる。これらの中ではアルコール類が好ましく、中でもエタノールが特
に好ましい。かかる水に可溶な有機溶剤の液体媒体に於ける好ましい含有量は、３～５５
重量％であり、更に好ましくは５～５０重量％である。これは有機溶剤が多すぎても時間
は短縮しないし、却って粘着剤や粘着体の支持体を損なう場合があり、少なすぎると染色
鮮明化効果が得られない場合があるからである。この様な条件下に於いては、染色に要す
る時間は１～５分程度であり、従来の方法（ゲンチアナバイオレット０．５～１重量％と
ブリリアントグリーン０．２～０．５重量％）の１０～３０分に比して格段の時間短縮を
見ている上に、コントラストの明瞭化も著しい。又、この様な染色は室温でも行うことが
できる。このような染色工程を、店舗の担当者が、角質染色機１１を操作して実施する。
【００２６】
続いて、担当者は、染色された角質細胞を用いて角質細胞標本を作成する。角質細胞標本
の作成方法は、皮膚を粘着体でストリップして得た角質細胞を含む試料の染色した標本の
作成方法であって、染色した標本を１気圧、２５℃で液体の油脂成分及び／又は油脂組成
物で封入する。「１気圧、２５℃で液体の油脂成分及び／又は油脂組成物」としては、通
常化粧料や医薬で使用される油脂分或いはそれらを組み合わせた組成物であって、１気圧
２５℃で液状のものであれば特段の限定なく使用することができる。この様なものの好ま
しい組み合わせとしては、１気圧、２５℃で液体の、シリコーン油、脂肪酸トリグリセラ
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イド、高級アルコールと脂肪酸のエステル及び炭化水素から選択される１種乃至は２種以
上が好ましく例示できる。通常液体成分による封入は通常１ヶ月以上の安定性が得られな
いが、店舗でのカウンターでのカウンセリングのような即時的な使用では何ら問題がない
。前記油剤に於いては染色剤のにじみは認められず、得られた標本の顕微鏡像を画像とし
て取り込み、染色しているかいないかの２つの値に分けて（二値化処理）角質細胞の形状
を正確に浮かび上がらせることが出来、これによって角質細胞面積を正確に自動計測する
ことができる。これ以外に上記標本作成法によって製造された標本から得られる情報とし
ては、有核細胞の存在の有無、有核細胞の出現頻度、角質細胞の配列の規則性、角質細胞
の形、及び角質細胞の剥離状況等が挙げられ、標本はこれらの数値の測定又は判別に用い
られる。即ち、作成された角質細胞標本は、角質細胞の面積測定、有核細胞の存在の有無
、有核細胞の出現頻度、角質細胞の配列の規則性、角質細胞の形、及び角質細胞の剥離状
況から選択される１種乃至は２種以上の測定又は判別用に用いることができる。
【００２７】
顕微鏡１２は、セットされた角質細胞標本を所望の倍率で拡大表示する。この例では、角
質細胞標本は、角質細胞のはがれ具合 (ＴＡ )を評価するために３０倍に拡大され、角質層
の完成度を評価するために１５０倍に拡大される。顕微鏡１２は、ＣＣＤ (電荷結合素子 )
等の撮像素子を備え、この撮像素子で撮影された各拡大画像は、信号線を介して分析用Ｐ
Ｃ１３に伝送される。
【００２８】
分析用ＰＣ１３は、ＣＰＵ，主記憶，補助記憶，通信制御装置，入力装置 (キーボード、
マウス )及び出力装置 (ディスプレイ、プリンタ )を備えるコンピュータであり、補助記憶
に記憶された各種のプログラムをＣＰＵが主記憶にロードして実行することにより、以下
の機能を実現する。
(Ａ )顕微鏡１２からの各拡大画像 (撮像素子の出力信号 )を取り込んでこれらの画像 (角質
細胞画像 (ＴＡ )及び角質細胞画像 (完成度 ))のデータを作成する機能 (角質細胞画像データ
作成手段に相当 )。
(Ｂ )角質細胞画像を用いて角質細胞の面積を計測する機能 (計測手段に相当 )。
(Ｃ )各角質細胞画像のデータ及び計測結果をインターネットを介してサーバシステム２０
に送信する機能 (送信手段に相当 )。
【００２９】
分析用ＰＣ１３は、計測手段として、角質細胞画像を白黒の二値化処理する。これによっ
て、角質細胞画像は、１以上の黒い部分 (染色された角質細胞 )と白い部分 (そのバック (染
色されていない部分 ))とに分かれる。そして、黒い部分 (角質細胞 )の夫々について画素数
を求め、その画素数から角質細胞の面積を割り出す。このような面積の計測を角質細胞画
像中の２以上の角質細胞について行い、面積の平均値 (平均面積 )と、面積計測細胞個数と
を計測する。
【００３０】
そして、分析用ＰＣ１３は、送信手段として、各角質細胞画像の画像データと、平均面積
及び面積計測細胞個数を示す情報とをインターネットを通じてサーバシステム２０に送信
する。
【００３１】
ビデオマイクロスコープ１４は、顧客 (被分析者 )の肌のキメ細かさ (キメ )を分析するため
の肌 (頬 )を拡大 (３０倍 )して撮影し、この撮影によって得られた画像信号をカウンセリン
グ用ＰＣ１６に伝送する。
【００３２】
ビデオマイクロスコープ１５は、顧客 (被験者 )の肌のシミ・色ムラを分析するための肌 (
頬 )を拡大 (５倍 )して撮影し、この撮影によって得られたカラー画像信号 (ＲＧＢ信号 )を
カウンセリング用ＰＣ１６に伝送する。
【００３３】
カウンセリング用ＰＣ１６は、ＣＰＵ，主記憶，補助記憶，通信制御装置，入力装置 (キ
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ーボード、マウス )及び出力装置 (ディスプレイ、プリンタ )を備えるコンピュータであり
、補助記憶に記憶された各種のプログラムをＣＰＵが主記憶にロードして実行する。これ
によって、以下の機能を実現する。
(ａ )ビデオマイクロスコープ１４からの画像信号を取り込んでその画像データ (キメ画像
の画像データ )を作成する機能 (キメ画像データ作成手段に相当 )。
(ｂ )ビデオマイクロスコープ１５からのカラー画像信号を取り込んでその画像データ (元
画像のデータ )と、元画像からＢチャネルのみが抽出された画像としてのＢチャネル画像
のデータとを作成する機能 (シミ画像作成手段に相当 )。
(ｃ )カウンセリング用ＰＣ１６に入力装置を介して入力される顧客の属性情報 (個人情報
：氏名，年齢，住所等 )，肌に対するアンケート (肌アンケート )１９ (肌悩み等の情報含む
)の回答の入力情報を受け付ける機能 (受付手段に相当 )。
(ｄ )キメ画像，元画像及びＢチャネル画像の各画像データと、属性情報や回答等の入力情
報をインターネットを介してサーバシステム２０に送信する機能 (送信手段に相当 )。
(ｅ )肌分析の結果を含むウェブページのデータをインターネットを介してサーバシステム
２０から受信する機能 (受信手段に相当 )。
(ｆ )受信したウェブページを出力装置としてのディスプレイに表示させたり (表示制御手
段に相当 )プリンタに印刷させたりする機能。
【００３４】
カウンセリング用ＰＣ１６は、シミ・色ムラの分析用の画像として、Ｂチャネル画像 (原
理的に４３５．８ｎｍをピークとする青色光の画像 )を生成する。Ｂチャネル画像は、角
質細胞中のメラニン顆粒を良く検出することが知られている。従来では、シミの原因とな
るメラニンを観察するため、被分析者の肌から採取した角質細胞を硝酸銀とゲンチアナバ
イオレットとで染色した標本を作成し、顕微鏡観察していた (特開２０００－２１２０３
７号公報参照 )。本発明では、ビデオマイクロスコープ１５を用いてＢチャネル画像を生
成することで、メラニンを観察するための標本の作成を省略する。これにより、従来より
も早くシミに対する分析結果を得ることが可能となる。
【００３５】
なお、各角質細胞画像、キメ画像、元画像、及びＢチャネル画像のデータ形式は、例えば
ＪＰＥＧ規格に従ったデータ (ＪＰＥＧデータ )であるが、ＧＩＦや WINDOWS BITMAP等の画
像ファイル形式が用いられても良い。
【００３６】
サーバシステム２０は、本発明の表示データの作成装置としてのアプリケーションサーバ
２１ (表示データ作成装置に相当）と、データベースサーバ (ＤＢサーバ )２２とを含んで
いる。アプリケーションサーバ２１は、ＣＰＵ，主記憶，補助記憶，通信制御装置等を備
えるコンピュータであり、補助記憶に記憶された各種のプログラムをＣＰＵが主記憶にロ
ードして実行する。これによって、アプリケーションサーバ２１は、以下の機能を実現す
る。
(I)分析用ＰＣ１３から送信されてきたカウンセリング用ＰＣ１６から送信されてきた角
質細胞画像のデータ，平均面積及び面積計測細胞個数を示す情報を受信して保管する機能
(受信手段に相当 )。
(II)カウンセリング用ＰＣ１６から送信されてきたキメ画像，元画像，Ｂチャネル画像の
データと、属性情報や回答等の入力情報とを受信して保管する機能 (受信手段に相当 )。
(III)分析用ＰＣ１３及びカウンセリングＰＣ１６から受信したデータ及び情報を評価用
ＰＣ３０に与える機能。
(IV)評価用ＰＣ３０から受信する評価結果のデータ及び／又は情報、ＤＢサーバ２２で保
管されているデータ及び／又は情報に基づいて評価結果を含む１以上のウェブページのデ
ータを作成する機能 (作成手段に相当 )。
(V)ウェブページのデータをカウンセリング用ＰＣ１６に送信する機能。
【００３７】
ＤＢサーバ２２は、ＣＰＵ，主記憶，補助記憶，通信制御装置等を備えるコンピュータで
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あり、補助記憶に記憶された各種のプログラムをＣＰＵが主記憶にロードして実行する。
これによって、ＤＢサーバ２２は、以下の機能を実現する。
(i)肌の分析 (評価 )結果の集計データを蓄積したデータベース (集計データベース )を作成
・更新する機能。本願出願人は、本発明の肌分析システムの開発前において、角質細胞の
はがれ具合、角質細胞の完成度、キメの状態、シミ・色ムラ、敏感タイプについて肌分析
を実施しており、この肌分析によって得られた数百人分の評価結果のデータを保有してい
る。本発明の肌分析システムでは、ＤＢサーバ２２に当該データを集計データ (マスデー
タ )として保持させ、比較対象として評価結果に加えるようにしている。
(ii)顧客毎の肌の評価結果を蓄積したデータベース (顧客データベース )を作成・更新する
機能。
【００３８】
評価用ＰＣ３０は、カウンセリング分析センターに設置されており、センターの評価者に
よって操作される。評価用ＰＣ３０は、ＣＰＵ，主記憶，補助記憶，通信制御装置等を備
えるコンピュータであり、補助記憶に記憶された各種のプログラムをＣＰＵが主記憶にロ
ードして実行する。これによって、評価用ＰＣ３０は、以下の機能を実現する。
【００３９】
評価用ＰＣ３０は、アプリケーションサーバ２１から、角質細胞画像 (ＴＡ )，角質細胞画
像 (完成度 )，平均面積値及び面積計測細胞個数，キメ画像，Ｂチャネル画像のデータ及び
情報を受け取り、これらを表示装置 (ディスプレイ )に表示する。評価者は、ディスプレイ
に表示された角質細胞画像 (ＴＡ )，角質細胞画像 (完成度 )を参照するとともに、平均面積
及び面積計測細胞個数を勘案してＴＡ及び完成度についての評価を実施する。また、評価
者は、ディスプレイに表示されたキメ画像を参照し、肌のキメの状態の評価を実施する。
さらに、評価者は、ディスプレイに表示されたＢチャネル画像を参照し、シミ・色ムラに
ついての評価を実施する。ＴＡ，完成度，キメの状態，シミ・色ムラの評価は、例えば１
０段階評価で行われる。評価用ＰＣ３０は、上記の評価結果を示す情報を作成し、アプリ
ケーションサーバ２１に送り返す。
【００４０】
アプリケーションサーバ２１は、評価結果を評価用ＰＣ３０から受け取ると、評価結果を
含むウェブページを作成する。例えば、アプリケーションサーバ２１は、評価用ＰＣ３０
から受け取った評価結果を夫々表示するウェブページのデータ (後述する詳細分析ゾーン
のウェブページ )を作成する。このとき、ＤＢサーバ２２の顧客データベースに、当該顧
客の過去の評価結果を示すデータが保持されている場合には、そのデータを取得し、過去
平均値 (後述 )を求めてウェブページの内容に含める。
【００４１】
また、アプリケーションサーバ２１は、評価用ＰＣ３０からの評価結果に基づき、所定の
論理に従って顧客の今回の肌分析に対する総合評価を実施し、後述する肌ポイントや肌ポ
ジションを求め、これらを表すウェブページのデータを作成する。このとき、ＤＢサーバ
２２の集計データベースから、顧客の同年代の集計データを取得し、顧客の評価結果と対
比できる態様でウェブページを作成する。また、ＤＢサーバ２２の顧客データベースに、
当該顧客の過去の評価結果を示すデータが保持されている場合には、そのデータを取得し
、前回結果 (後述 )等としてウェブページの内容に含める。
【００４２】
さらに、アプリケーションサーバ２１は、評価結果に応じた肌の手入れのアドバイス (ス
キンケアアドバイス )、肌の手入れの際の使用を推薦する商品 (化粧料 )、トライアルキッ
トを決定し、これらを紹介するウェブページを作成する。
【００４３】
上記したウェブページを作成するための部品となるデータ (例えば、ＨＴＴＰファイル，
ＸＭＬファイル，画像／動画／音声ファイル等 )は、アプリケーションサーバ２１の補助
記憶に用意されており、アプリケーションサーバ２１ (のＣＰＵ )は、部品のデータを用い
てウェブページを作成する。この場合において、カウンセリングＰＣ１６から受信された
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各角質細胞画像，キメ画像，元画像，Ｂチャネル画像等は、ウェブページの部品として使
用される。なお、商品やトライアルキットを紹介するウェブページは、様々なものが予め
アプリケーションサーバ２１の補助記憶 (ＤＢサーバ２２でも良い )に用意され、評価結果
に応じて決定されるスキンケアの内容に応じて選択されるようにしても良い。
【００４４】
このようにして、アプリケーションサーバ２１は、肌分析結果 (評価結果 )を示す複数のウ
ェブページからなるウェブサイトを構築し、各ウェブページのデータをカウンセリング用
ＰＣ１６にインターネットを通じて送信する。
【００４５】
ウェブページに掲載される今回の肌分析による評価結果は、ＤＢサーバ２２の顧客データ
ベースに蓄積されるとともに、集計データの一つとして、集計データベースにも蓄積され
る。
【００４６】
顧客の肌分析結果は、ウェブシステム形式でアプリケーションサーバ２１からカウンセリ
ング用ＰＣ１６に提供される。即ち、肌分析結果等の情報を含む複数のウェブページがイ
ンターネットを介してカウンセリング用ＰＣ１６に送信され、カウンセリング用ＰＣ１６
がウェブページを受信し、カウンセリング用ＰＣ１６に搭載された表示制御手段としての
ウェブブラウザが各ウェブページをディスプレイの画面に表示する。顧客はウェブページ
を参照することで、肌の分析結果、肌の手入れのアドバイス、商品説明を受け取ることが
できる。
【００４７】
図２は、顧客に提供される複数のウェブページからなるウェブサイト (「アドバイスサイ
ト」と呼ぶ )の構成図であり、複数のウェブページの種類と、そのリンク関係とが示され
ている。図２において、アドバイスサイトは、エンタテイメント (導入 )ゾーン、詳細分析
(ラボラトリー )ゾーン、及び商品説明 (コスメ情報 )ゾーンを含んでいる。
【００４８】
エンタテイメントゾーンは、「１．肌ポイント (総合評価 )」、「２．肌総合チャート」、
「３．肌ポジション」の各ウェブページからなる。詳細分析ゾーンは、「４．角質細胞の
はがれ具合」、「５．角質層の完成度」、「６．キメの状態」、「７．シミ・色ムラ」、
「８．敏感タイプ」の各ウェブページからなる。商品説明ゾーンは、「９．スキンケアア
ドバイス」、「１０．トライアルキット」の各ウェブページからなる。さらに、アドバイ
スサイトは、「１１．肌リズム」及び「１２．ユーティリティ」の各ウェブページを含ん
でいる。
【００４９】
図３は、ウェブページ画面の構成説明図である。図３において、破線で示すボックスは、
ウェブページ画面の説明用ボックスである (図４～１９も同様 )。図３に示すように、ペー
ジ画面の左側には、ウェブページのメニュー (分析メニュー )を示すメニュー表示エリアが
設けられている。メニュー表示エリアには、図２に示した１番から１２番までのウェブペ
ージのインデックスが表示されている。各インデックスは、そのウェブページへジャンプ
するためのボタンとして機能し、入力装置 (キーボード、マウス )の操作によって指定され
る。また、インデックスが指定されると、その指定されたインデックスは、他のインデッ
クスよりも際立つ態様で表示され、アドバイスサイト上の現在位置を示す指標として機能
する。メニュー表示エリアは、アドバイスサイトにおいて常に表示される。メニュー表示
エリアの右側には、メイン表示部が設けられており、このメイン表示部に１番から１２番
までのウェブページが夫々切替表示される。
【００５０】
図４は、アドバイスサイトのトップ (タイトル )のウェブページの表示例を示す図である。
このページでは、メイン表示部に、アドバイスサイトのタイトルと、顧客の氏名と、顧客
の識別情報 (ＩＤ )と、分析実施日とが表示される。氏名、ＩＤ及び実施日の各表示欄は、
これらの情報の入力スペースとしても機能する。
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【００５１】
図５は、「１．肌ポイント (総合評価 )」のページの表示例を示す図である。このページで
は、顧客の氏名と共に、角質層総合評価点としての肌ポイントと、肌の評価のランクを示
す肌ポジションとが表示される。「肌貴族」とは、角質層のランクを示すゾーンの名称で
ある。
【００５２】
図６は、「２．肌総合チャート」の第１のウェブページの表示例を示す図である。第１ペ
ージのメイン表示部は、顧客の肌の傾向を示すレーダーチャートを表示する。レーダーチ
ャートは、「うるおいを保つ力」、「あぶらっぽさ (皮脂 )」、「ニキビの出来やすさ」、
「シミ・色ムラ」、「シワ・キメ」、「敏感度」の６項目の１０段階評価を表示する。レ
ーダーチャートの各軸の延長線上に配置されている項目名の欄は、関連ページにリンクさ
れたジャンプボタンとして機能する。即ち、項目名がマウスクリックされると、その項目
名に対応する評価分析ゾーンのウェブページ (４～８番のウェブページ )へジャンプする。
また、メイン表示部の右下側には、「今回結果」、「前回結果」、「過去平均値」、「同
年代平均」のチェックボックスが設けられており、レーダーチャートへの表示内容をチェ
ックボックスをチェックすることで選択可能になっている。「今回結果」は、顧客の今回
の肌分析の結果であり、「前回結果」は、前回の肌分析の結果であり、「過去平均値」は
、顧客が今までに実施した肌分析の各項目の平均値を示す。「同年代平均」は、顧客の年
齢から見た所定の年齢範囲を同年代と定義、例えば顧客の年齢とその前後一歳又は二歳 (
この例では一歳 )のグループを同年代と定義し、この同年代の多数の人について今までに
実施された肌分析のマスデータ (集計データ )から得られた各項目についての平均値である
。メイン表示部には、同年代平均値を求めるために使用した集計データの数を表示するよ
うにしても良い。チェックボックスの下側には、「あなたの傾向」と「同年代 (２４～２
６歳 )との比較」との切替ボタンが設けられている。「あなたの傾向」のボタンは、第２
ページを第１ページに切り替える (第１ページをアクティブ状態にする )ためのボタンであ
り、「同年代 (２４～２６歳 )との比較」のボタンは、第１ページを第２ページに切り替え
る (第２ページをアクティブ状態にする )ためのボタンである。これらの切替ボタンは、ア
クティブ状態となっているページに対応する方が濃色で表示され、第１ページと第２ペー
ジの何れがアクティブ状態かを示す指標として機能する。第１ページでは、「あなたの傾
向」のボタンが濃色となる。さらに、メイン表示部の左下には、「あなたの悩み」として
顧客がアンケートに対して回答した悩みの項目 (アンケートよりダイレクトに参照する悩
みの自覚項目 )が表示される。これにより、顧客は、「今回結果」に加えて「前回結果」
、「過去の平均値」、「同年代平均値」をレーダーチャートに表示させ、対比することに
よって、マスに対する自分の位置や、悩みが改善されているかどうか等を調べることがで
きる。
【００５３】
図７は、「２．肌総合チャート」の第２のウェブページの表示例を示す図である。第２ペ
ージのメイン表示部は、顧客本人と同年代平均値との比較結果をグラフで表示する。グラ
フは、第１ページに示した顧客の肌の傾向を示す６つの項目について、同年代平均値を求
めて中央の軸に設定し、顧客本人に対する評価値を各項目の同年代平均値に対して相対的
に表示する。即ち、顧客本人の評価値が同年代平均値より良い場合には、同年代平均値を
示す軸から一方向 (図７の例では軸から右方向 )に本人の評価値を棒グラフで示し、顧客本
人の評価値が同年代平均値よりも悪い場合には、この軸から他方向 (図７の例では軸から
左方向 )に本人の評価値を棒グラフで示す。本人の評価値は、同年代平均に対して良い方
向及び悪い方向に夫々５段階評価で示され、合わせて１０段階で表示される。また、第２
ページのメイン表示部において、各項目名の近傍には、本人の同年代平均との比較結果を
わかりやすく表示するためのマークが表示される。この例では、同年代平均よりも良い項
目は、「太陽 (晴れ )」を示すマークで表され、同年代平均よりやや悪い項目は、「雨雲 (
曇り )」を示すマークで表され、さらに悪い項目は、「雨傘 (雨 )」を示すマークで表され
る。また、グラフの下側には、同年代の表示 (この例では、本人２５歳に対する２４～２
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６歳 )と、同年代平均値を求めたサンプル数とが表示される。その下側には、第１ページ
と同様の切替ボタンが表示され、第１ページとの切替が可能となっている。第２ページで
は、「同年代との比較」のボタンが「あなたの傾向」よりも濃色で表示される。
【００５４】
図８は、「３．肌ポジション」のウェブページの表示例を示す図である。このページのメ
イン表示部には、顧客本人の今回の肌分析に対する肌ポイント値と、今回の肌分析に対す
る肌ポジションと、過去の平均ポイント値とが表示される。肌ポイント値は、肌分析の６
項目に対する各評価をポイントで表した場合におけるこれらの合計値であり、顧客本人の
角質層に対する総合的な肌の評価を示す値である。肌ポジションは、顧客本人の肌分析の
結果 (肌の状態 )が同年代の分布中のどの位置 (ランク )にあるかを示し、１０段階 (１０の
グループに分割 )で５つ程度のポジション (各ポジションが２段階 )が設定される。この例
では、肌ポジションとして、悪い順に「肌ボロ」、「肌ヤバ」、「肌フツー」、「肌貴族
」、「肌女王」の５つが設定されている。過去の平均ポイント値は、顧客本人が今までに
２回以上肌分析を行った場合における肌ポイント値の平均値である。また、メイン表示部
には、肌ポジションの同年代分布を示す肌ポジショングラフが表示され、このグラフ内に
顧客本人の該当ポジション (ゾーン )が示される。このような、肌ポジショングラフは、顧
客が肌分析を実施した月に応じたものが作成・表示される (１２ヶ月区分 )。肌の状態は季
節によって変化するためである。このため、集計データから、顧客の肌分析の実施月と同
じ月に実施されたものが抽出され、抽出された集計データを用いて肌ポジショングラフが
作成される。
【００５５】
図９は、「４．角質細胞のはがれ具合 (角質層の保水能力 )」のページの表示例を示す図で
ある。このページのメイン表示部には、顧客本人の角質細胞のはがれ具合に対する今回の
評点 (５段階評価 )と、本人の過去の評点の平均値とが表示される。また、メイン表示部に
は、顧客の角質層の顕微鏡写真 (３０倍 )が表示される。顕微鏡写真は、顕微鏡１２で拡大
され、分析用ＰＣ１３で取り込まれた顧客の角質細胞の画像データ (例えば、ＪＰＥＧデ
ータ )に基づく画像である。顕微鏡写真の近傍には、角質細胞のはがれ具合の見方等の解
説文が表示される。また、このメイン表示部には、標準のサンプル写真が表示されるとと
もに、本人の評点が表示される。
【００５６】
図１０は、「５．角質層の完成度」のページの表示例を示す図である。このページのメイ
ン表示部には、顧客本人の角質層の完成度に対する今回の評点 (５段階評価 )と、本人の過
去の評点の平均値とが表示される。また、メイン表示部には、顧客の角質層の顕微鏡写真
(１５０倍 )が表示される。顕微鏡写真は、顕微鏡１２で拡大され、分析用ＰＣ１３で取り
込まれた顧客の角質細胞の画像データ (例えば、ＪＰＥＧデータ )に基づく画像である。顕
微鏡写真の近傍には、角質層の完成度の見方等の解説文が表示される。また、このメイン
表示部には、標準のサンプル写真が表示されるとともに、本人の評点が表示される。さら
に、顧客本人の角質細胞面積の評価結果が表示される。
【００５７】
図１１は、「６．キメの状態」のページの表示例を示す図である。このページのメイン表
示部には、顧客本人の肌のキメ細かさ (キメの状態 )に対する今回の評点 (５段階評価 )と、
本人の過去の評点の平均値とが表示される。また、メイン表示部には、顧客の肌表面のキ
メを示す拡大写真 (３０倍 )が表示される。拡大写真は、ビデオマイクロスコープ１４で撮
影されカウンセリング用ＰＣ１６で取り込まれた肌の表面の画像データ (例えば、ＪＰＥ
Ｇデータ )に基づく画像である。顕微鏡写真の近傍には、キメの状態の見方等の解説文が
表示される。また、このメイン表示部には、標準のサンプル写真が表示されるとともに、
本人の評点が表示される。
【００５８】
図１２は、「７．シミ・色ムラ」のページの表示例を示す図である。このページのメイン
表示部には、顧客本人の肌のシミ・色ムラに対する今回の評点 (５段階評価 )と、本人の過
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去の評点の平均値とが表示される。また、メイン表示部には、顧客の肌表面を拡大撮影し
たＲＧＢカラー写真画像 (元画像：５倍 )と、この撮影画像からＢチャネルを抽出した写真
画像 (Ｂチャネル画像 )とが表示される。元画像及びＢチャネル画像は、ビデオマイクロス
コープ１５で撮影されカウンセリング用ＰＣ１６で取り込まれた肌の表面の拡大画像のデ
ータ (例えば、ＪＰＥＧデータ )に基づく画像である。元画像及びＢチャネル画像の近傍に
は、シミ・色ムラの見方等の解説文が表示される。また、このメイン表示部には、標準の
サンプル写真が表示されるとともに、本人の評点が表示される。
【００５９】
図１３は、「８．敏感タイプ」のページの表示例を示す図である。このページのメイン表
示部には、敏感タイプを示す指標としての角質層保護力、化学刺激抵抗力、物理刺激抵抗
力、紫外線抵抗力、及び環境変化対応力の５つの項目名が表示され、これらの各項目につ
いて、顧客本人の評価を示すグラフが表示される。各グラフは、各項目の評価を示す大き
さが大きい程良い評価であることを示す。図１３に示す例では、グラフが右に伸びる程良
い評価であることを示す。各グラフには、同年代平均値が示される (図１３では一点鎖線
で表現 )ようになっている。また、各項目のうち、顧客本人のケアポイントとなるものに
対しては、項目名の近傍に、そのことを示すシンボルが表示される。さらに、メイン表示
部に表示された各項目名は、その用語と評価の結果となった要因を示す解説ページへのジ
ャンプボタンとして機能し、マウスクリック等によって、所望の項目の解説ページへジャ
ンプ可能になっている。
【００６０】
図１４は、「１０．スキンケアアドバイス」のウェブページの表示例を示す図である。こ
のページのメイン表示部には、顧客に推薦するスキンケア (肌手入れ )のポイントが表示さ
れる (この例では、「ホワイトニング」 )。また、スキンケアゾーンの指標として、「うる
おいを保つ力」と「皮脂」との２つのパラメータの対応関係をマトリクス状に９つの領域
に分割した図形で示し、顧客本人の該当する領域を他の領域よりも際立つ態様で表示する
。さらに、メイン表示部には、スキンケア使用ステップ (スキンケアライン )の流れを示す
チャートを表示する。このチャートにおける各ステップを示すブロックには、アイテム名
が表示されており、各ブロックは、そのステップにて使用を推薦する化粧料 (アイテム名
に対応する化粧料 )の紹介ページへのジャンプボタンとして機能する。
【００６１】
図１５は、アイテム名「ローション」及び「モイストエッセンス」の各ステップにおける
化粧料を紹介するウェブページの表示例を示す図である。このページは、図１４に示した
チャートにおける「ローション」及び「モイストエッセンス」のボタンがクリックされた
ときのジャンプ先に相当する。このページには、「ローション」及び「モイストエッセン
ス」の夫々について、推薦対象の商品名、その特長、容量、価格、水と油との対応記号、
及びその商品がカバーするスキンケアゾーンが表示される。
【００６２】
図１６は、「クレンジング」及び「 (フェイシャル )ウォッシュ」の各ステップにおける化
粧料を紹介するウェブページの表示例を示す図である。このページは、図１４に示したチ
ャートにおける「クレンジング」及び「フェイシャルウォッシュ」のボタンがクリックさ
れたときのジャンプ先に相当する。このページには、「クレンジング」及び「フェイシャ
ルウォッシュ」の夫々について、推薦対象の商品名、その特長、容量、価格、水と油との
対応記号、及びその商品がカバーするスキンケアゾーンが表示される。
【００６３】
図１７は、「スペシャルアイテム」の化粧料を紹介するウェブページの表示例を示す図で
ある。このページは、図１４に示したチャートにおけるステップを実施する際に、さらな
る使用を勧める化粧料の紹介ページであり、図１４の例では、チャートにおける「モイス
トコート」、「薬用ホワイトニングスポッツ」、「クレイパック」がスペシャルアイテム
に相当し、これらに対応するボタンがクリックされたときのジャンプ先に相当する。この
ページには、「モイストコート」、「薬用ホワイトニングスポッツ」、「クレイパック」
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、「＋アイテム」の夫々について、推薦対象の商品名、その特長、容量、価格等が表示さ
れる。
【００６４】
図１８は、「１０．トライアルキット」のウェブページの表示例を示す図である。このペ
ージは、肌分析の結果に基づいて顧客に試用を勧める化粧料の組み合わせからなるトライ
アルキットを紹介する。図１８に示す例では、トライアルキットの内容として、トライア
ルキットに含まれる化粧料としての「ローション」、「モイストエッセンス」、「フェイ
シャルウォッシュ」の夫々に対応する商品名、特長説明、容量、水と油の対応記号等が表
示されるとともに、トライアルキットの代金が表示される。
【００６５】
図１９は、「１１．肌リズム」のウェブページの表示例を示す図である。このページのメ
イン表示部には、肌分析の６項目の夫々についての年間の状態の変化を示す時系列グラフ
が表示されるとともに、これに対応する同年代平均値のグラフが比較例として表示される
。また、メイン表示部には、６項目のチェックボックスが設けられており、チェックされ
た項目に対応するグラフとこれに対応する同年代平均値のグラフとが表示されるようにな
っている。このようなグラフは、顧客が定期的に肌分析を実施することにより作成される
。
【００６６】
以上のような肌分析システムによると、店舗では、以下のようなオペレーションが行われ
る。店舗を訪れた顧客が店舗システム１０を用いて肌分析を実施する場合には、最初に、
施しているメイクを落としてもらう。顧客の顔 (頬 )から角質細胞を採取したり、顔の皮膚
の拡大画像を撮影するためである。
【００６７】
次に、店舗に駐在しているカウンセラー (アドバイザー )が、顧客に対して問診を行う。こ
のとき、顧客から属性情報、肌アンケート１９の回答 (肌悩みを含む )を答えてもらい、カ
ウンセリング用ＰＣ１６に入力する。入力された情報は、サーバシステム２０に自動的に
送信される。
【００６８】
次に、カウンセラーは、ビデオマイクロスコープ１４ ,１５を用いて、顧客の頬の拡大画
像 (３０倍及び５倍 )を撮影し、カウンセリング用ＰＣ１６に取り込む。すると、カウンセ
リング用ＰＣ１６にてキメ画像，元画像，及びＢチャネル画像の各データが作成され、サ
ーバシステム２０に自動的に送信される。
【００６９】
次に、カウンセラーは、角質チェックを行う。即ち、角質チェッカー１７や面積ディスク
１８を頬にあててストリップすることにより角質細胞の試料を採取し、角質染色機１１を
操作して角質細胞を染色して標本を作成し、これを顕微鏡１２にセットする。そして、顕
微鏡１２により所望の倍率 (３０倍及び１５０倍 )で拡大された角質細胞画像を分析用ＰＣ
１３に取り込むと、分析用ＰＣ１３にて角質細胞の平均面積及び面積計測細胞個数が求め
られ、これらが角質細胞画像とともにサーバシステム２０に自動的に送信される。
【００７０】
その後、しばらく待つと、サーバシステム２０からウェブページのデータがカウンセリン
グ用ＰＣ１６に受信され、カウンセリング用ＰＣ１６のディスプレイにウェブページが表
示される。カウンセラー又は顧客は、カウンセリング用ＰＣ１６の入力装置を操作するこ
とにより、１番～１２番のウェブページを夫々参照することができる。これによって、顧
客は、肌ポイント，肌総合チャート，肌ポジション，詳細分析又は評価結果，及び商品説
明を受け取ることができる。
【００７１】
このとき、カウンセラーは、顧客と共にウェブページを参照し、さらなるアドバイスを与
えるようにしても良い。顧客は、ウェブページの説明に従ってトライアルキットを購入し
、その場でそれを試用することもできる。そして、トライアルキットの使用で、その化粧
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料が気に入った場合には、トライアルキットの容量は少ないので、本来の商品として提供
されている化粧料を購入することもできる。或いは、トライアルキットの試用にかかわら
ず、スキンケア使用ステップで紹介された商品を購入することも可能である。
【００７２】
メイクを落とし始めてから評価結果を示すウェブページ (１番以降のウェブページ )が表示
されるまでの時間は、上記した角質細胞の染色方法及び標本の作成方法と、Ｂチャネル画
像の作成とを採用することによって、３０分程度に短縮されている。このため、顧客は、
店舗を訪れたその日、その場で、肌分析の結果と、それに応じたスキンケアの方法、商品
紹介を受け取ることができる。このように利便性が高まっているので、顧客が化粧料を購
入する機会を増やすことができ、化粧料の販売促進を図ることができる。
【００７３】
また、評価結果は、顧客の年齢及びその前後一歳又は二歳からなる同年代の評価結果 (同
年代平均値 )と対比可能な状態 (図６ ,８ ,１３参照 )、或いは、同年代の評価結果との相対
的な評価 (図７参照 )として顧客に提示されるので、顧客は、自身の肌の状態をより具体的
に把握することができる。
【００７４】
また、顧客の評価結果は、肌分析が実施される毎にＤＢサーバ２２に蓄積され、前回の評
価結果が今回の評価結果とともに表示される (図６ )ことで、肌の状態が改善されているか
を把握することができ、また、評価の各項目において、過去平均値が表示されることで、
顧客は、自身の肌の状態をさらに良く知ることができる。さらに、過去の評価結果のデー
タから、肌リズムとして、肌の時系列の変化パターンが、同年代平均値 (典型パターン )と
の対比で提示されるので、顧客は、自身の肌の状態をさらに良く知ることができる。
【００７５】
また、評価結果を含むウェブページがサーバシステム２０で作成され、顧客毎の評価結果
がサーバシステム２０で蓄積される。このため、複数の店舗に店舗システム１０を夫々設
置した場合に、顧客の評価結果を一元管理することができる。
【００７６】
【発明の効果】
本発明によれば、短時間で角質細胞が明瞭に染色でき、カウンセリングに有用な情報を迅
速につかめる、肌分析システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明による肌分析システムの実施形態を示す図である。
【図２】図２は、顧客に提供される複数のウェブサイトの構成図である。
【図３】図３は、ウェブページ画面の構成説明図である。
【図４】図４は、アドバイスサイトのトップ (タイトル )のウェブページの表示例を示す図
である。
【図５】図５は、「１．肌ポイント (総合評価 )」のウェブページの表示例を示す図である
。
【図６】図６は、「２．肌総合チャート」の第１のウェブページの表示例を示す図である
。
【図７】図７は、「２．肌総合チャート」の第２のウェブページの表示例を示す図である
。
【図８】図８は、「３．肌ポジション」のウェブページの表示例を示す図である。
【図９】図９は、「４．角質細胞のはがれ具合 (角質層の保水能力 )」のページの表示例を
示す図である。
【図１０】図１０は、「５．角質層の完成度」のページの表示例を示す図である。
【図１１】図１１は、「６．キメの状態」のページの表示例を示す図である。
【図１２】図１２は、「７．シミ・色ムラ」のページの表示例を示す図である。
【図１３】図１３は、「８．敏感タイプ」のページの表示例を示す図である。
【図１４】図１４は、「１０．スキンケアアドバイス」のページの表示例を示す図である
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。
【図１５】図１５は、「ローション」及び「モイストエッセンス」の各ステップにおける
化粧料を紹介するウェブページの表示例を示す図である。
【図１６】図１６は、「クレンジング」及び「 (フェイシャル )ウォッシュ」の各ステップ
における化粧料を紹介するウェブページの表示例を示す図である。
【図１７】図１７は、「スペシャルアイテム」の化粧料を紹介するウェブページの表示例
を示す図である。
【図１８】図１８は、「１０．トライアルキット」のウェブページの表示例を示す図であ
る。
【図１９】図１９は、「１１．肌リズム」のウェブページの表示例を示す図である。
【符号の説明】
１０　店舗システム
１１　角質染色機
１２　顕微鏡
１３　分析用ＰＣ
１４，１５　ビデオマイクロスコープ
１６　カウンセリング用ＰＣ
２０　サーバシステム
２１　アプリケーションサーバ
２２　データベースサーバ
３０　評価用ＰＣ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

(19) JP 3837077 B2 2006.10.25



【 図 １ ９ 】
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